
『

労

使

関

係

白

書

�

年

史

』

（

１

９

９

６

年

３

月

刊

）

と

同

白

書

の

バ

ッ

ク

ナ

ン

バ

ー

。

■

厳

し

い

欧

米

の

目

　

１

９

８

０

年

代

、

わ

が

国

は

経

済

大

国

と

し

て

国

際

的

な

地

位

を

確

立

。

一

方

で

、

生

じ

た

影

の

部

分

で

日

本

的

労

使

関

係

に

大

き

な

問

題

提

起

が

行

わ

れ

、

そ

の

後

の

展

開

に

多

大

な

影

響

を

及

ぼ

し

た

。

　

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

の

年

間

統

一

テ

ー

マ

は

�

年

度

「

資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

制

約

下

の

生

産

性

運

動

の

展

開

」

、

�

年

度

「

産

業

構

造

転

換

と

労

働

の

人

間

化

」

、

�

年

度

「

人

間

と

技

術

の

共

存

」

だ

っ

た

。

　

問

題

意

識

が

呼

応

す

る

よ

う

に

『

労

使

関

係

白

書

』

の

副

題

は

、

�

年

版

「

日

本

的

労

使

関

係

の

評

価

と

課

題

」

、

�

年

版

「

Ｍ

Ｅ

革

命

と

職

場

の

労

使

関

係

」

、

�

年

版

「

ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー

化

と

現

代

の

労

使

関

係

」

。

問

題

意

識

の

底

流

に

あ

る

の

は

石

油

危

機

や

Ｍ

Ｅ

革

命

で

あ

り

、

そ

れ

を

人

的

に

支

え

て

成

功

さ

せ

た

基

軸

に

「

日

本

的

労

使

関

係

」

が

あ

っ

た

。

　

日

本

的

労

使

関

係

は

海

外

で

の

評

価

が

高

ま

っ

た

も

の

の

、

反

面

、

そ

の

特

殊

さ

に

欧

米

の

目

は

厳

し

く

、

自

ら

の

基

準

に

照

ら

し

て

競

争

上

の

「

不

公

正

」

と

断

じ

た

。

国

内

的

な

視

点

か

ら

も

「

Ｍ

Ｅ

革

命

に

お

け

る

技

術

と

人

間

の

調

和

・

共

存

」

と

い

う

新

し

い

課

題

を

投

げ

か

け

ら

れ

て

い

た

。

本

部

会

長

・

郷

司

浩

平

は

、

�

年

版

『

労

使

関

係

白

書

』

の

冒

頭

で

次

の

よ

う

に

語

る

。

　

「

本

白

書

は

、

全

編

を

通

じ

て

、

参

加

と

国

際

化

の

視

点

の

も

と

、

マ

イ

ク

ロ

・

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

（

Ｍ

Ｅ

）

に

代

表

さ

れ

る

新

技

術

と

労

使

関

係

に

か

か

わ

る

諸

問

題

に

つ

い

て

、

そ

の

将

来

の

指

針

を

展

望

し

よ

う

と

し

た

。

」

■

最

重

要

問

題

の

一

つ

　

労

使

協

議

制

常

任

委

員

会

が

『

労

使

関

係

白

書

』

を

創

刊

し

た

の

は

�

年

。

以

来

、

�

年

版

ま

で

�

年

に

わ

た

っ

て

�

回

刊

行

さ

れ

た

。

一

つ

の

ピ

リ

オ

ド

を

迎

え

た

こ

と

を

機

に

、

社

会

経

済

生

産

性

本

部

・

生

産

性

労

働

情

報

セ

ン

タ

ー

は

�

年

３

月

、

『

労

使

関

係

白

書

�

年

史

―

白

書

に

み

る

わ

が

国

労

使

関

係

の

軌

跡

―

」

を

発

行

し

た

。

　

そ

の

冒

頭

で

、

�

年

版

か

ら

専

門

委

員

長

（

�

～

�

年

版

は

委

員

長

兼

務

）

を

務

め

た

横

浜

国

立

大

学

教

授

・

神

代

和

欣

は

「

労

使

関

係

白

書

を

顧

み

て

」

と

題

し

た

小

論

を

次

の

よ

う

に

結

ん

だ

。

　

「

こ

れ

か

ら

�

世

紀

に

か

け

て

、

未

組

織

分

野

に

お

け

る

個

別

労

働

者

の

就

業

規

則

上

の

法

的

権

利

を

い

か

に

し

て

守

る

か

は

、

労

使

関

係

上

の

最

重

要

問

題

の

一

つ

で

あ

る

。

」

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


